
※表・グラフの上段は「前期」、下段は「後期」です。 ※【考察】の〇は「成果」、△は「課題」、☆は「改善策」です。

竹富町立 船浦中学校

令和６年度　海洋教育における学校評価の検証
A:当てはまる　B:概ね当てはまる　C:概ね当てはまらない　D:当てはまらない　E:分からない

１

No A B C D E

45％ 55％
32％ 65％ 3％
35％ 60％ 5％
26％ 68％ 6％

評　価　項　目

2

生徒

保護者

職員

豊かな人間性
日頃の授業や豊かな体験活動等を通して、互いに認め合いながら、協働
し、自分自身を成長（進化）させている。

【考察】〇全体的に肯定的な回答が見られ、概ね良好である。

△否定的な回答が一定数見られる。

☆当該生徒へ適切な支援を行う。
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No A B C D E

58％ 40％ 3％
32％ 65％ 3％
20％ 30％ 10％ 5％ 35％
16％ 42％ 42％
20％ 60％ 20％
38％ 50％ 12％

評　価　項　目

7

生徒

保護者

職員

発達の支援
授業等では「個別の学び」や「協働的な学び」の場があり、自分で考
え、判断し、言動（発言・行動）できる場が設定されている。

【考察】〇生徒・職員に関しては、全体的に肯定的な回答が見られる。

△保護者の否定的な回答が一定数見られる。

☆保護者へ生徒個々の学習評価等が確実に伝わる工夫（メールにて振り返りを保護者へ報告等）を実施中である。
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２

No A B C D E

20％ 80％

37％ 63％

評　価　項　目（職員のみ）

2 診断重点項目１
生徒指導の４つのポイント（①自己肯定感②共感的な人間関係③自己決
定④安心・安全な風土）を生かした日常的な授業改善をしている。

職員

【考察】〇積極的な回答の「当てはまる」に回答率が増加している。

☆積極的な回答率８５％以上を目指して、職員同士で声かけするなどして意識を高めていく。
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No A B C D E

80％ 20％

38％ 62％
3 診断重点項目２

自己決定の場がある授業実践と気づき・発見等のある振り返りを実践し
ている。

職員

【考察】〇後期は全体的に肯定的な回答が増加している。

〇積極的な回答の「当てはまる」が増加している。

☆積極的な回答率８５％以上を目指して、職員ミーティング等を通して意見交換をしながら改善をしていく。

評　価　項　目
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